
為替週間展望＝ドル円は中東情勢に振り回されやすい展開か

　　　　　　　　　　［３月９日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 2 日～ 3 月 6 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  156.04   157.97( 3)    155.85( 2)    157.75   +1.70

ユーロ・ドル  1.1783   1.1796( 2)    1.1530( 3)    1.1608   -0.0204

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    55,620.84    -3229.43     日本10年債利回り   2.172   +0.052

ダウ平均株価    47,954.74    -1023.18     米10年債利回り     4.136   +0.199

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

９日　　日本１月経常収支

　　　　中国２月消費者物価指数、中国２月生産者物価指数

　　　　日本１月景気動向指数速報値

　　　　独１月鉱工業生産指数

１０日　日本１月勤労者世帯家計調査

　　　　日本第４四半期ＧＤＰ２次速報

　　　　中国２月貿易収支

　　　　独１月貿易収支

　　　　米２月中古住宅販売件数

１１日　独２月消費者物価指数確報値

　　　　米２月消費者物価指数

１２日　カナダ１月貿易収支、カナダ１月卸売売上高

　　　　米１月貿易収支、米新規失業保険申請件数

　　　　米１月住宅着工・許可件数

１３日　英１月鉱工業生産指数、英１月製造業生産指数、英１月貿易収支

　　　　ユーロ圏１月鉱工業生産指数

　　　　カナダ１月製造業出荷、カナダ２月雇用統計

　　　　米１月個人所得・支出、米１月個人消費支出（ＰＣＥ）価格指数

　　　　米１月耐久財受注速報値、米第４四半期ＧＤＰ改定値

　　　　米３月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

　　　　米１月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米経済指標はまずまず堅調なものが多いとみられる中、ドル円の下

値を支える展開となりそうだ。次期日銀審議委員にリフレ派を選んだことや高市首相の

責任ある積極財政が蒸し返されて、円売りに傾く場面も見られそうだ。こうした中、ド

ル円は底堅い動きを見せるとみられるが、１５７円を超えての円安局面では介入警戒感

も高まるため、底堅いながらも上値を伸ばしにくい展開になるとした。

　　　　

【米国とイスラエルのイラン攻撃で有事のドル買いに】

　３月２日以降のドル円は１５５円台後半から１５７円台後半のレンジで大きく高下す

る展開を見せた。２月２８日に米国とイスラエルはイラン攻撃に踏み切ったことで、２

日のＮＹ原油は一時７５ドル台まで急騰して、リスク回避のドル買い、有事のドル買い

の動きとなった。ドル円は１５７．７０台まで上昇した。なお、トランプ米大統領は２

日に今回のイランへの軍事作戦が「どれだけかかろうが問題はない」と述べたことで、

作戦が長期化する警戒感も台頭している。

　　

　日銀の氷見野副総裁は２日の講演で、「物価目標に基調物価が達しているとは断言で
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きない」「従来通り基調をみて判断していく」「今回の講演は週末来の中東情勢を前提

にしていない」などと述べた。市場への影響は限定的にとどまった。

　　

　３日は中東情勢の悪化や原油高を受けて、日経平均は１７７８円安となり、今年最大

の下げ幅となった。有事のドル買いが継続して、１５７．９０台までドル買い円売りが

進んだ。

　　

　４日にはドル円は下げに転じた。中東情勢の緊迫化や原油高を背景にドル円は大きく

上昇してきたものの、利益確定の売りなどに押された。またイランの情報機関が米中央

情報局（ＣＩＡ）に停戦を打診していたとの一部報道も上値を抑える要因となった。ド

ル円の下落は５日の午前中に続いて、１５６円台半ばまで下落した。

　　

　５日の海外市場では中東での紛争は長期化するとの観測から、原油価格が高騰すると

ともにドル買いの動きとなって、ドル円は１５７．８０台まで上値を伸ばした。６日の

東京市場では１５７円台での推移となっている。

　　

【中東情勢と米経済指標に注目】

　３月９日の週に予定される日米の経済指標やイベントは、９日に日本１月経常収支、

日本１月景気動向指数速報値、１０日に日本１月勤労者世帯家計調査、日本第４四半期

ＧＤＰ２次速報、米２月中古住宅販売件数、１１日に米２月消費者物価指数、１２日に

米１月貿易収支、米新規失業保険申請件数、米１月住宅着工・許可件数、１３日に米１

月個人所得・支出、米１月個人消費支出（ＰＣＥ）価格指数、米１月耐久財受注速報

値、米第４四半期ＧＤＰ改定値、米３月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値、米１月

雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数などがある。

　　　

　注目される指標としては、１１日に米２月消費者物価指数、１２日に米新規失業保険

申請件数、１３日に米１月個人所得・支出、米１月個人消費支出（ＰＣＥ）価格指数、

米第４四半期ＧＤＰ改定値、米１月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数などがある。

米国の雇用情勢、インフレ率の動向などに注意が必要となる。

　　

　金融市場では中東情勢の動向が市場の最大の関心事となっている。中東情勢への警戒

感は根強く、米国とイスラエルによるイラン攻撃は長期化する懸念も台頭している。ま

た、イランによる反撃、中東地域での紛争の拡大なども警戒される。当面はこうした動

きに加えて、トランプ米大統領の発言、原油価格の動向などにも振り回されやすい展開

が続きそうだ。

　　

　中東情勢が緊迫化する中で、有事のドル買いが入りやすく、ドル円は崩れにくくなっ

ている。ただ、円買い介入への警戒感から１５８円接近では上値を抑えられやすくなっ

ている。こうした中、ドル円は底堅いながらも上値を伸ばしにくい展開が見込まれる。

目先の予想レンジは１５５．００～１５９．００円となる。

　　

※米政府機関の閉鎖と再開に伴い、米経済指標の発表日が変更・追加される可能性があ

る。

　　

【ユーロドルは上値の重い展開が継続か】

　ユーロドルは有事のドル買いの影響で、３日に１．１５ドル近くまで値を崩した後に

安値圏でもみ合いが続いている。ユーロドルは中東情勢を受けてのドルの動きに左右さ

れやすい展開が続くとみられ、上値の重い動きとなりそうだ。ユーロドルの目先の予想

レンジは、１．１３００～１．１７５０ドルとなる。

　　

ポンドドルもユーロドルと同様にドルの堅調さを背景に上値の重い動きを見せている。

３日に１．３２台半ばまで下落した後は安値圏でもみ合いとなっている。ポンドドルも

中東情勢を受けてのドルの動きに左右されやすい展開が続く中、軟調な推移となりそう

だ。目先の予想レンジは１．３１００～１．３４５０ドルとなる。

　　

　今後の日米以外の経済指標としては、９日に中国２月消費者物価指数、中国２月生産

者物価指数、独１月鉱工業生産指数、１０日に中国２月貿易収支、独１月貿易収支、１

１日に独２月消費者物価指数確報値、１３日に英１月鉱工業生産指数、英１月製造業生

産指数、英１月貿易収支、ユーロ圏１月鉱工業生産指数、カナダ２月雇用統計などが予



定されている。
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